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作
者

平成24年10月末現在　（　）内は前月比

●出生／  45 ●死亡／  18
●転入／212 ●転出／134

38，463　（＋105）
18，886　（＋ 64）
19，577　（＋ 41）
14，855　（＋ 49）

編集後記

今月の

表紙

今月の主な話題

12月
白菊保育園

熊本県広報協会合同特集
「その手で守れる笑顔があります」…………… 2
年末年始のごみ収集とし尿くみ取り………… 4
第20回さんさんコンサート…………………… 5
年末年始のパスポートの受付・交付………… 5
すぎなみフェスタ2012を開催しました……12

鼻ぐり井手祭の中で舞
われた「馬場楠の獅子
舞」では、色鮮やかな
着物を着た女の子が獅
子を操ります。生きて
いるような動きを見せ
る獅子と女の子の伝統
ある舞に観客は見入っ
ていました。

すぎなみフェスタに姉妹都市である鹿児
島県屋久島町の皆さんが来町されました。
屋久島町には今年の４月に行ったり、
11月号の特集でとてもお世話になった
りと個人的にもとても親しみを感じてい
ます。今回は直接お礼を伝えることがで
きてよかったです。また、今年は福島県
会津若松市からも来町されました。遠く
離れたところに住んでいてもいつでもつ
ながることができる、そんなつながりを
私も身近に持っています。これからも
ずっと、もっと、この人と人のつながり
を大事にしていきたいと思います。（Ｉ）

お友達と一緒に歌ったり踊っ
たりするのが大好きで、明る
く元気いっぱいの女の子です。

渡邉　妃奈ちゃん
（鉄砲小路）　

平成19年12月27日生まれ

釘田　聖冬くん
（宮ノ上）

平成18年12月17日生まれ

南小のお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒にお芋掘りしたよ

わたなべ 　　 ひ　な

くぎ た 　　 まさ と　 サッカーが大好きで園庭をお
友達と駆け回ってボールを追
いかけて楽しんでいます。

角田　宙斗くん
（上津久礼）　

平成19年12月７日生まれ

つの だ 　　 そら と

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

馬場楠に受け継がれる
　「馬場楠の獅子舞」

まちの
わだい
まちの
わだい

区
民
の
力
作
が
展
示

区
民
の
力
作
が
展
示

青
葉
台
区
文
化
祭

▲作品をじっくり鑑賞する来場者
　

青
葉
台
区
文
化
祭
が
11
月
18
日
、
青
葉

台
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

個
人
や
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
書
道
や
絵
画
、

写
真
な
ど
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
来
場
者
は「
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」

と
そ
の
出
来
栄
え
に
感
心
し
、
じ
っ
く
り

と
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
12

日
の
九
州
北
部
豪
雨
を
記
録
し
た
写
真
も

展
示
さ
れ
て
お
り
、
災
害
を
忘
れ
な
い
と

い
う
心
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

会
場
に
は
お
茶
席
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の

接
待
も
あ
り
、
文
化
を
感
じ
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転

　

平
成
18
年
、
福
岡
市
で
幼
児
３

人
が
死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事

故
は
社
会
問
題
と
な
り
、
翌
年
に

は
法
律
が
改
正
さ
れ
飲
酒
運
転
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
や

検
挙
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

熊
本
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
平

成
19
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。
飲
酒
運

転
は
依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

そ
の
主
な
要
因
に
は
、
自
分
が

事
故
を
起
こ
す
は
ず
が
な
い
と
い

う
「
ひ
と
ご
と
感
覚
」、
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
と
い
う

「
自
覚
の
欠
如
」、
飲
ん
で
数
時
間

た
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
「
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
対
す

る
理
解
不
足
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た

め
に
は
こ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

最
近
で
は
、
翌
朝
の
二
日
酔
い

運
転
に
よ
る
検
挙
も
増
え
て
い
ま

す
。「
一
度
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」

は
、
本
当
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の

で
す
。

自
覚
と
周
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
が
鍵

　

飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
事
故
の
悲
惨
さ
や
処
分

の
重
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
い
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
誰
に
で

も
「
つ
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
が

起
こ
り
得
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

社
会
的
信
用
、
仕
事
、
家
族
の
絆

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
多
く
の
努
力
と
長
い
時
間

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
一
人

一
人
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
く

自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で
も

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
職
場
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
の
席
で

飲
酒
運
転
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め

た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、

そ
の
飲
酒
運
転
を
止
め
る
鍵
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

その手で守れる
笑顔があります

熊本県市町村広報担当者による合同特集

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa
tion 合 同特 集

熊本県の飲酒運転による事故発生件数・検挙数

お酒を飲むと情報処理能力、注意力、判
断力が低下します。この状態で運転す

ると、運転に必要な「反応」「操作」「発見」
などの要素が欠落してしまい、大きな事故に
つながることになります。死亡
事故率は飲酒なしの場合と比べ
て8.7倍です。お酒に強い人も
弱い人も関係なく、このようなリス
クがあることを知ってください。

熊本県警察本部熊本県警察本部交通企画課交通企画課

小小
お だお だ

田田真真
まさよしまさよし

功功  警部警部

図１Interview

厳罰化されたものの、依然として後を絶たない飲酒運
転。なぜ、危険だと分かっている飲酒運転をしてし
まうのでしょうか。お酒を飲む機会が増えるこの時
期に、いま一度飲酒運転について考えてみましょう。

 Special Interview

うんばば中尾
◎Profi le　うんばば・なかお
昭和40年熊本県生まれ。有限会社赤坂を立ち上げ、イベ
ントの企画・運営を手掛けながら、自らもテレビ番組制作
などで培ったノウハウを生かしキャスター、リポーター、
イベント司会、講演活動などを行う。

さん

熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

い
に
市
場
へ
車
で
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
途
中
、
信
号
待
ち
で
停
車
し

て
い
た
車
に
追
突
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
実
況
見

分
の
最
中
、
私

か
ら
お
酒
の

に
お
い
が
し

た
た
め
飲
酒

私
は
平
成
17
年
に
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
前
日
は
午
後
10
時
頃

ま
で
テ
レ
ビ
番
組
の
打
ち
合
わ
せ

を
兼
ね
て
お
酒
を
飲
み
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
寝
た
後
、

午
前
３
時
に
起
き
て
「
も
う
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
食
材
を
買

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
測
定
の
結
果

酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
さ
れ
ま
し

た
。事

故
後
、
私
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
企
業
や
放
送

局
か
ら
の
信
用
、
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
な
ど
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し

た
。
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
や
車
に

い
た
ず
ら
を
さ
れ
、
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
今
は
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に
気
付
い

て
も
ら
お
う
と
講
演
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
に
は
、

自
分
が
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
お

酒
が
抜
け
た
と
思
い
込
ん
で
運
転

す
る
人
に
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
の
人
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
と
き
に
は
職
場
に
車
を
置
い

て
み
ん
な
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
、

お
酒
が
残
っ
て
い
な
い
か
家
族
に

息
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

お
酒
が
な
く
な
ら
な
い
限
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
人
の
夢
や

人
生
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
家
族
、
職
場
、
友
人
同
士
な

ど
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
飲
酒
運
転
を
減
ら
す
た
め

に
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
熊
本
県
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
う
ん
ば
ば
中
尾
さ
ん
は
、
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
体
験
を
人
に
伝
え
、
そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る

た
め
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
自
分
や
周
り
の

人
に
与
え
た
影
響
と
、
防
止
策
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に

気
付
い
て
ほ
し
い
―

笑
顔
を
守
る
た
め
に

　
「
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
な

い
―
」。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

し
自
分
が
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。
も
し
大

切
な
人
が
飲
酒
運
転
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
…
…
。

　

笑
顔
を
守
る
た
め
の
鍵
は
、
自

覚
と
助
け
合
い
で
し
た
。
そ
の
鍵

は
私
た
ち
熊
本
県
民
一
人
一
人
が

握
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
、大
切
な
人
の
「
笑
顔
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」ごみ
収集

問 環境生活課　ごみ減量推進係　☎（232）2114

■ごみの個人持ち込み先（右図のとおり）
○燃やすごみ・可燃性粗大ごみ　　
　東部清掃工場　☎（293）5245

○資源物、不燃・埋立ごみ、不燃性粗大ごみ
　環境美化センター　☎（293）1222

■年末年始の「ごみの収集と個人持ち込み」、「し尿くみ取り」
の日程表
•収集日以外は、ごみ一時保管所にごみを出さないでください。
•ごみを個人で持ち込む場合は、所定の処分手数料が必要です (ごみ指定袋に入れる必要はありません)。

収集地区

A

Ｃ・Ｄ

Ａ

Ａ・Ｂ

新聞紙・折込みチラシ、雑誌・電話帳、
その他の紙

ペットボトル

不燃・埋立ごみ

白色トレイ・発泡スチロール

12月24日（第４月曜日）

１月１日（第１火曜日）

１月２日（第１水曜日）

１月３日（第１木曜日）

12月27日（第４木曜日）

１月25日（第４金曜日）

１月23日（第４水曜日）

１月24日（第４木曜日）

収集物

12月24日（月）

12月25日（火）

12月26日（水）

12月27日（木）

12月28日（金）

12月29日（土）

12月30日（日）

12月31日（月）

１月１日（火）

１月２日（水）

１月３日（木）

１月４日（金）

収集カレンダーのとおり

休み

収集カレンダーのとおり

休み

収集カレンダーのとおり

　

午前８時30分～午後５時

休み

午前８時30分～午後５時

期日 し尿くみ取り

ごみを個人で持ち込む場合
ごみ収集

(通常のごみ出し )
燃やすごみ
可燃性粗大ごみ
（東部清掃工場）

資源物、不燃・埋立ごみ
不燃性粗大ごみ

（環境美化センター）

午前８時30分～午後５時

休み

午前８時30分～午後５時

中野衛生㈲
☎（232）0636

環境生活課
☎（232）2114

東部清掃工場
☎（293）5245

環境美化センター
☎（293）1222

休み

問い合わせ

中核
工業団地 

コ
ン
ビ
ニ

本田技研
● 

石碑「清正公道」

至菊池市 

●コンビニ

ミルク
ロード 

至阿蘇 

●消防署 

●病院 

至空港 

 

● 

● 

国道57号

東部清掃工場 
（不燃・埋立ごみ、資源物、
不燃性粗大ごみ）

（燃やすごみ、可燃性粗大ごみ）

環境美化センター 

●食堂 
スーパー

● 道の駅
● 

●
翔陽高校  
●
翔陽高校  
●
翔陽高校  

コンビニ●コンビニ●コンビニ●

国
道
３
２
５
号

振替収集

■ごみの振替収集（詳しくは、ごみ収集カレンダーをご覧ください）

くみ取り

12月25日（火）までの
依頼分は、12月28日
（金）までにくみ取りを
行います。

　わずか17歳でメジャーデビューを果たし、
「あなたのキスを数えましょう」や「be alive」
などのヒット曲を持つ小柳ゆきが菊陽町に
やって来ます。
　国内に限らず海外でも高い評価を受けてい
る小柳ゆき。ぜひこの機会に、圧倒的な歌声
と迫力のステージをご体感ください。

第20回さんさんコンサート
「小柳ゆきNew Year Concert 2013 in 菊陽町」開催決定！

年末年始のパスポート申請はお早めに
年末年始の12月29日（土）～１月３日（木）、パスポート窓口は休みになります。

パスポートの申請から交付までに約11日必要です。
※パスポート交付までの所要日数は、窓口開設日のみを数えた日数で、土日祝日、休
日（年末年始含む）を含みません。申請は、十分余裕を持って行ってください。

申請日 交付予定日 申請日 交付予定日 申請日 交付予定日

12月10日（月）

12月11日（火）

12月12日（水）

12月13日（木）

12月14日（金）

12月17日（月）

12月25日（火）

12月26日（水）

12月27日（木）

12月28日（金）

１月４日（金）

１月７日（月）

12月18日（火）

12月19日（水）

12月20日（木）

12月21日（金）

12月25日（火）

12月26日（水）

１月８日（火）

１月９日（水）

１月10日（木）

１月11日（金）

１月15日（火）

１月16日（水）

12月27日（木）

12月28日（金）

１月４日（金）

１月７日（月）

１月17日（木）

１月18日（金）

１月21日（月）

１月22日（火）

■年末年始のパスポート交付予定日（審査のため予定日より遅れることもあります）

■問い合わせ
　町民課　町民係　☎（232）4914

■日時　１月14日（月・祝日）
　　　　【開場】午後３時　【開演】午後４時
■会場　菊陽町図書館ホール
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※小中学生は保護者の同伴が必要です。
■チケット料金　全席自由　2,000円
■チケット発売日　12月７日（金）から先着470席
※一人につき２枚まで購入できます。
※チケット購入後のキャンセルや、紛失の際の再発行は一切
お断りします。
■チケット販売所
　総合政策課、武蔵ヶ丘支所（祝祭日を除く平日のみ）
　午前８時30分～午後５時15分
　菊陽町図書館（毎週火曜日を除く）　午前10時～午後６時
■問い合わせ
　総合政策課　☎（232）2112 　
　菊陽町図書館ホール　☎（232）7756 
※いずれも開庁･開館日のみ
■主催　菊陽町文化の香り高いまちづくり実行委員会
■小柳ゆきオフィシャルウェブサイト
　http://www.yuki-koyanagi.jp/

※さんさんコンサート鑑賞のチケット購入は菊陽町に住んでいる
　人が優先となります。
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町では、介護や健康・医療などさまざまな面から、地域で暮らす高齢者の皆さんを支えるための拠点として、
地域包括支援センターを介護保険課内に設置しています。地域包括支援センターでは、保健師・社会福祉士・
主任ケアマネージャーなどの専門職がチームになって、高齢者の皆さんを総合的に支援します。

衛生

菊陽町地域包括支援センターは、高齢者の皆さんを支援します

　

平
成
22
年
度
の
国
内
養
鶏
場
で
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
９
県
24
農

場
で
発
生
し
約
１
８
３
万
羽
が
殺
処
分
さ

れ
ま
し
た
。
野
鳥
で
も
16
県
で
同
じ
ウ
イ

ル
ス
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度

は
、
幸
い
に
も
国
内
で
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
隣
諸
国
で
は
現
在
も

続
発
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち
込
み
は
、

複
数
の
ル
ー
ト
で
渡
り
鳥
が
運
ん
で
き
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
そ
の
季
節
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
侵
入
防

止
対
策
な
ど
の
徹
底
が
重
要
で
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
直
ち
に
家
庭
な
ど
で
飼
育
し

て
い
る
鳥
が
感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可

能
性
の
あ
る
野
鳥
な
ど
が
近
づ
か
な
い
よ

う
に
小
屋
に
は
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト（
２

㎝
角
以
下
）を
張
り
、
餌
や
水
は
小
屋
の

中
に
置
い
て
餌
が
小
屋
の
周
辺
に
散
乱
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
飼
育
し
て
い

る
鳥
は
毎
日
観
察
し
、
世
話
を
し
た
後
は

手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
連
続
し
て

死
亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
あ
れ
ば
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
参
考
に
し
、
正
し
い
知
識
の
習
得
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

農
政
課　

農
政
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
６

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

家
庭
で
飼
育
し
て
い
る
鳥
を
守
り
ま
し
ょ
う

■主な事業
❶介護予防事業
　寝たきりにならないように健康づくりや介護予防につ
いての支援を行っています。

❷包括的・継続的ケアマネジメント事業
　地域のケアマネージャーへの指導・支援や、医療機関
などの関係機関とのネットワークづくりに取り組んでい
ます。

❸高齢者への虐待防止・権利擁護事業
　高齢者虐待の早期発見、訪問販売や悪質な詐欺商法被
害の未然防止などに努めています。

❹総合相談事業
　高齢者の相談や悩みに答えます。

　その他、認知症サポーター養成講座や要支援者マネジ
メント、健康づくりのための介護予防生きがい・運動教
室通所事業、見守りを兼ねて食事の配達を行う配食見守
りネットワーク事業なども行っています（利用要件があ
ります）。

■問い合わせ
　介護保険課　介護予防係内　地域包括支援センター　
　☎（232）2366

全
教
室
合
同
に
よ
る

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
可

能
性
の
あ
る
野
鳥
な
ど
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
侵
入
防
止
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
結
果
に
よ
り
、
自
分
の
体
の
状
態
を

知
り
、
生
活
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
直
す

こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
、
健
康
講
座
や

調
理
実
習
、
軽
運
動
を
取
り
入
れ
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

個
人
で
は
難
し
い
健
康
づ
く
り
も
、
こ

の
教
室
で
は
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が

ら
楽
し
く
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
個
別
に
本
人
に
合
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
体
と
向
き
合
い
、

健
康
の
た
め
の
行
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
で
は
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

自
分
の
体
と
向
き
合
い
健
康
行
動
を

起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
予
防

す
る
た
め
に
、
町
の
「
特
定
健
診
」
を
受

け
た
人
を
対
象
に
健
康
づ
く
り
教
室
「
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
町
内
３
教
室

で
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
７
日
に
は
、
図
書
館
ホ
ー
ル
で
軽

運
動
を
行
い
ま
し
た
。
運
動
指
導
士
に
よ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ス
テ
ッ
プ
な
ど
家
で
も

手
軽
に
継
続
で
き
る
有
酸
素
運
動
を
体
験

し
、
各
自
の
現
在
の
健
康
行
動
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
た
。
明
ら
か
に
行
動
に
変

化
が
見
ら
れ
、
健
康
意
識
が
変
わ
っ
た
人

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

■連絡先
•家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥）
　城北家畜保健衛生所　　　☎0968（46）2075
•愛玩鳥（上記の家きん以外）
　菊池保健所　衛生環境課　☎0968（25）4135
•野鳥
　菊池地域振興局　林務課　☎0968（25）1039
■参考ホームページ
•城北家畜保健衛生所ホームページ
•農林水産省　鳥インフルエンザに関すること

▲いきいき健康教室（ふれあいの森研修センター）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

❷
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
、

食
品
を
直
接
取
り
扱
う
作
業
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❸
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る
人
は
、
患
者
の

便
や
吐
ぶ
つ
は
適
切
な
処
理
を
し
、
感

染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
る
）。

■
肉
や
魚
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
中
心
部

ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
生

食
を
す
る
場
合
は
、
低
温
処
理
な
ど
適

切
な
処
理
を
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、

治
療
は
輸
液
な
ど
の
対
症
療
法
に
限
ら

れ
ま
す
。
症
状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、

医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
は
、
特
に
冬
季
に
流
行
し
や
す
い

　

感
染
性
胃
腸
炎
に
は
、
細
菌
・
ウ
イ
ル

ス
・
寄
生
虫
な
ど
の
病
原
体
が
あ
り
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
代
表
的
な
も
の
に
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
が
あ

り
ま
す
。
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
口

か
ら
感
染
し
、
人
の
腸
管
で
増
殖
し
、
嘔

吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

　

抵
抗
力
の
低
い
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
は

重
症
化
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
人
と
一
緒
に
、

次
の
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■
患
者
の
便
や
吐
ぶ
つ
に
は
大
量
の
ウ
イ

ル
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

❶
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に
は
、

インフルエンザ予防接種の
助成は12月末で終了します
　インフルエンザは、１月上旬から３月
上旬にかけて流行します。ワクチンを接
種して十分な効果を維持する期間は、接
種してから約２週間後から約５カ月間と
されています。流行シーズン前の12月
までに接種しましょう。
※詳しくは「広報きくよう」10月号をご
覧ください。

健康

健康
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
う

と

お
う
と

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

１
期
追
加
接
種（
４
回
目
）が

定
期
予
防
接
種
の
対
象
に

な
り
ま
し
た

開
始
時
点
で
は
、
定
期
予
防
接
種

の
対
象
外
で
あ
っ
た
、
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
期
追
加（
４
回

目
接
種
）が
、
10
月
23
日
か
ら
新

た
に
定
期
予
防
接
種
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

▲ストレッチやステップなどで体を動かす
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セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
・
ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

近
年
、
全
国
の
約
半
数
の
都
道
府
県
で
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
な
ど
の
毒
グ
モ
が
発
見
・

駆
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
町
で
も
そ
れ
ら
し
き
ク
モ
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

毒
グ
モ
を
発
見
し
た
と
き
は
十
分
注
意
し
、
素
手
で
は
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

環境

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

■
特
徴

•
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

体
長
は
約
１
㎝
で

全
体
が
黒
く
、
背

に
赤
色
の
帯
状
の

模
様
が
あ
り
ま
す
。

•
ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ

体
長
は
約
１
㎝

で
背
中
に
は
灰

色
か
ら
黒
の
斑

紋
が
あ
り
ま
す
。

※

両
方
と
も
腹
面
に
赤
色
の
砂
時
計
型
の

斑
紋
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
ク
モ
も
攻
撃
性
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
ま
れ
る
と
強
い
痛

み
を
感
じ
、
腫
れ
や
発
熱
な
ど
を
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
重
症
化

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
生
息
場
所

　

日
当
た
り
の
良
い
暖
か
い
場
所
で
、
地

面
や
人
工
物
の
く
ぼ
み
、
穴
、
隙
間
な
ど

に
す
み
巣
を
作
り
ま
す（
例
：
道
路
側
溝
、

プ
ラ
ン
タ
ー
の
底
、
室
外
機
の
裏
な
ど
）。

■
駆
除
の
方
法

•
市
販
の
殺
虫
剤（
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）を

噴
霧
す
る
か
、
靴
な
ど
で
踏
み
つ
ぶ
し

て
く
だ
さ
い
。

•
卵
は
殺
虫
剤
が
効
き
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
踏
み
つ
ぶ
す

か
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
も
し
か
ま
れ
た
ら

　

流
水
で
患
部
を
洗
い
、
で
き
る
だ
け
早

く
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

か
ま
れ
た
ク
モ
を
持
参
す
る
と
適
切
な
治

療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
も
し
見
つ
け
た
ら

•
１
匹
見
つ
か
れ
ば
周
囲
に
も
潜
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
周

囲
を
確
認
す
る
な
ど
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

•
見
つ
け
た
と
き
は
、
環
境
生
活
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

男女
共同

菊陽町男女共同参画
社会推進懇話会委員

荒木　貞子さん

　

私
が
平
成
７
年
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
な
っ
た
当
時
は
お
世
話
す
る
こ
と
も

少
な
く
、
あ
ま
り
忙
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
夫
が
退
職
し
た
平
成
13

年
頃
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

の
活
動
が
忙
し
く
な
り
は
じ
め
、
外
出
す

る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
世
話

や
教
育
委
員
な
ど
を
し
て
い
た
夫
に
、

「
後
は
僕
が
し
と
く
け
ん
」
と
い
わ
れ
出

掛
け
る
と
、
近
所
の
人
た
ち
か
ら
「
今
日

は
ご
主
人
が
洗
濯
ば
干
し
ょ
ん
な
は
っ
た
。

ご
主
人
が
優
し
か
け
ん
よ
か
っ
た
な
ぁ
」

な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
委
員
を
受
け
、
夫
も
一
緒
に
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
１
月
に

夫
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
生
前
、
夫
が

「
何
を
す
る
に
も
男
女
の
区
別
は
な
く
、

相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
相
手
の
気
持

ち
に
な
れ
ば
い
い
」
と
い
っ
て
い
た
の
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
夫
も
女
性
が
社
会
に

出
て
い
ろ
い
ろ
な
役
員
を
引
き
受
け
、
地

域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
世
話
が
で
き
る
よ

う
、
家
事
を
進
ん
で
し
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
も
17
年
前
は
男

性
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
３

分
の
２
が
女
性
に
な
り
ま
し
た
。

　

菊
陽
町
の
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
に

あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
男
女
が
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
、
お
の
お
の
の
個
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
で

お
互
い
を
思
い
や
り
、
そ
し
て
優
し
さ
や

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
け
る
明
る

い
社
会
に
早
く
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

支
え
合
い　

と
も
に
歩
む　

幸
せ
の
み
ち

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

菊陽町と菊陽町商工会では、厳しい経済情勢の中、企業や事業者間の交流を促進させ情報・意見の交換を行う
ことにより、企業間の連携と活性化を目的に「菊陽町企業・事業者交流促進研修会」を開催します。

菊陽町企業・事業者交流促進研修会を行います

■日時　１月９日（水）
　　　　【講　演】　午後３時
　　　　【交流会】　午後５時30分予定
■場所　ブランヴェールアベニュー熊本
■内容　【講演Ⅰ】
　　　　　演題　「未定」
　　　　　講師　㈱AZUMA代表取締役　上田　裕子さん
　　　　【講演Ⅱ】
　　　　　演題　「挑戦とリーダーシップ」
　　　　　講師　プロ野球選手　荒木　雅博さん
※演題は変更になる場合があります。
■対象者　商工会会員、町内に事業所を有する企業・事業

者
■定員　150人程度
※会場の都合上、お断りする場合もありますのでご了承く
ださい。

■参加費　講演会のみ参加の人：無料
　　　　　交流会に参加する人：4,500円（会食費）
　　　　　※商工会会員は2,500円
■申込方法　企業名、役職、氏名、住所、連絡先、交

流会参加の有無をＦＡＸまたはメールで
お申し込みください。申込用フォームは
町ホームページに掲載しています。

■申込期限　12月19日（水）
■申し込み・問い合わせ
　商工振興課　☎（232）2165
　　　　　　　ＦＡＸ：（232）5612
　　　　　　　メール：shoko@town.kikuyo.lg.jp

緊急地震速報の訓練放送が
実施されます

　消防庁と気象庁から全国瞬時警報システム（J-ALERT）
を通じて、防災行政無線による訓練放送が実施されます。
町民の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、訓練の必要
性にご理解とご協力をお願いします。
■日時　12月３日（月）　午前10時15分頃
※気象状況などによっては、訓練用の緊急地震速報の発
表を中止することがあります。

■訓練を機会に確認しておきましょう
❶家具の転倒・落下防止・配置見直しなどを行い、安全
な場所を確保する。
❷屋内屋外などさまざまな場面での対応を考えてみる。
※実際の地震と間違いのないようお願いします。
※緊急地震速報の報知音（チャイム音）の後に訓練電文が
放送されます。
※緊急地震速報の報知音はＮＨＫホームページで聞くこ
とができます。

■問い合わせ　総務課　交通防災係　☎(232)2111

菊陽町交通指導員を
委嘱しました

　11月６日に、後藤町長から菊陽町交通指導員２人に
委嘱状の交付を行いました。その後、後藤町長から「本
町では、交通事故件数が前年と比べ多くなっています。
町民の期待に応え、町の交通安全確保のため活動をお願
いします」とあいさつがありました。
　交通指導員は、小・中学校登校時の児童・生徒の交通
安全確保にあたるほか、交通安全教育などを行っていま
す。

■問い合わせ　総務課　交通防災係　☎(232)2111

▲町長から委嘱状を交付しました

ジェイ　アラート

ほ
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国
民
年
金
基
金
制
度
で
安
心
人
生
設
計

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

で
き
る
公
的
な
個
人
年
金
制
度
で
す
。

年金

問 

熊
本
県
国
民
年
金
基
金　

☎
０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

　
•
将
来
設
計
に
合
わ
せ
て
受
け
取
る
年
金

額
を
自
由
に
設
計
で
き
る
。

•
加
入
時
の
掛
金
は
60
歳
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

•
若
い
と
き
に
加
入
す
れ
ば
掛
金
も
安
い
。

•
年
金
は
終
身
が
基
本
の
た
め
、
一
生
涯

受
給
で
き
る
。

•
掛
金
は
年
額
８
１
６
，
０
０
０
円
ま
で

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

節
税
に
な
る
。

•
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
控
除
の
対

象
に
な
る
。

•
万
が
一
の
と
き
に
は
、遺
族
一
時
金（
非

課
税
）が
支
給
さ
れ
る（
Ｂ
型
は
除
く
）。

国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト

■受け取る年金月額

■７種類の給付の型から自分の将来設計に合わせて加入できます
　老齢基礎年金は繰上げ受給を除き65歳から受給開始となりますが、国民年金基金の２口目には
　60歳から受給できる年金が３種類あります。

20歳０月
～35歳０月
 
35歳１月
～45歳０月
 
45歳１月
～50歳０月

加入時の
年齢

１口目の
年金月額

２口目以降
の年金月額

10,000円

5,000円

20,000円

15,000円

10,000円

65歳から一生涯
65歳から一生涯
65歳から一生涯
65歳から一生涯
65歳～80歳
65歳～75歳
60歳～75歳
60歳～70歳
60歳～65歳

80歳まで15年間
保証期間なし
80歳まで15年間
保証期間なし
80歳まで15年間
75歳まで10年間
75歳まで15年間
70歳まで10年間
65歳まで５年間

あり
なし
あり
なし
あり
あり
あり
あり
あり

１口目 Ａ型
Ｂ型
Ａ型
Ｂ型
Ⅰ型
Ⅱ型
Ⅲ型
Ⅳ型
Ⅴ型

受取期間 保証期間 遺族一時金加入する型

菊陽町に工芸館がやってくる
熊本県伝統工芸館巡回展

　熊本県伝統工芸館は、開設30周年を記念して県内各
地で収蔵工芸品の巡回展を開催します。普段、なかなか
目にすることができない熊本の伝統工芸品が菊陽町図書
館でも展示されます。
　期間中は、伝統工芸館職員が駐在し、工芸品の説明を
行います。ぜひご来館ください。

■日時　12月５日（水）～12月９日（日）
　　　　午前10時～午後６時
　　　　（最終日は午後４時で終了）
■会場　菊陽町図書館　視聴覚室（入場無料）
■主な展示品（予定）
　　　　•肥後象がん　•小代焼　•天草陶磁器
　　　　•高田焼　•おばけの金太　•花手箱
　　　　•木工　•竹工
■問い合わせ
　菊陽町図書館　☎(232)0404

菊陽町へ町外の議会から
行政視察がありました

　菊陽町の発展やまちづくりについて視察の依頼を受け、
11月に北海道の音更町議会をはじめ県内外の５市町の
議会から行政視察がありました。
　音更町の視察では、「人口急増に対応したまちづくり」
をテーマに意見交換が行われました。そのほか、球磨郡
錦町や埼玉県松伏町、愛知県武豊町、鹿児島県阿久根市
からも来町され、発展する町の経過や企業誘致、区画整
理事業、下水道事業、図書館ホールの運営などについて
話し合いました。

▲北海道音更町議会とまちづくりについて意見交換を行う

県議会議員が
鼻ぐり井手を視察しました

　熊本県議会総務常任委員会が11月12日に、町が県の
指定文化財を目指している鼻ぐり井手を視察しました。
　菊陽町文化財ボランティアガイドの会の矢野誠也会長
が鼻ぐり井手について概要を説明した後、鼻ぐり井手祭
のために水を止めていた井手底を歩き見学しました。
　見学をしながら、矢野会長から「鼻ぐり井手は約400
年前に人の手で造られ、今なお水の力でその役割を果た
している」という話を聞いた県会議員の皆さんは、「歴
史があって素晴らしい」と感心していました。

▲鼻ぐり井手の偉大さを肌で感じる県会議員の皆さん

災
害
復
旧
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

災害
対応

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

の
迅
速
な
復
旧
を
目
指
し
て

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
の
経
過

　

10
月
15
日
に
査
定
前
工
事
発
注
を
行
う

「
応
急
本
工
事
」
の
国
の
承
認
を
得
た
た
め
、

津
久
礼
地
区
を
４
工
区
、
久
保
田
地
区
、

辛
川
地
区
、
井
口
地
区
を
１
工
区
と
し
て
、

11
月
２
日
に
各
工
区
の
請
負
業
者
を
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
手
工
区
は
、
河
川

計
画
と
の
関
係
で
年
内
に
発
注
の
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
国
の
災
害
査
定
は
、
10
月

に
１
回
、
11
月
に
２
回
受
け
、
お
お
む
ね

良
好
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
大
菊
土
地
改
良
区
管
理
の
頭
首
工
の
災

害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

　

同
工
事
は
、
県
営
事
業
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
県
で
国
の
災
害
査
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
頭
首
工
の
う
ち
、
菊
陽

町
に
関
連
す
る
の
は
、
上
井
手
頭
首
工
、

下
井
手
頭
首
工
、
玉
岡
井
手
頭
首
工
、
津

久
礼
井
手
頭
首
工
で
、
こ
れ
ら
も
お
お
む

ね
良
好
な
査
定
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
迅
速
な
復
旧
を
目
指
し
て
、

各
工
区
で
工
事
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
農
政
課　
　

☎
（
２
３
２
）４
９
１
６

白
川
河
川
災
害
関
連
事
業
の
地
元
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
護
岸

な
ど
の
河
川
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
、
10

月
に
国
に
よ
る
実
地
査
定
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
菊
陽
町
管
内
の
災

害
復
旧
計
画
が
整
い
ま
し
た
の
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
白
川
沿
い
に
お
住
ま
い
の
人
に
は
、

関
係
区
長
を
通
じ
て
説
明
会
の
開
催
に
つ

い
て
別
途
連
絡
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

❶
12
月
10
日（
月
）　

午
後
７
時
か
ら

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

❷
12
月
11
日（
火
）　

午
後
７
時
か
ら

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

❸
12
月
12
日（
水
）　

午
後
７
時
か
ら

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

❹
12
月
13
日（
木
）　

午
後
７
時
か
ら

　

上
津
久
礼
公
民
館

❺
12
月
14
日（
金
）　

午
後
７
時
か
ら

　

下
津
久
礼
公
民
館

■
内
容

　

白
川
の
被
害
状
況
、
白
川
の
復
旧
事
業
、

白
川
の
工
事
施
工
箇
所
・
時
期
に
つ
い
て
。

※

ど
の
会
場
の
説
明
会
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
菊
池
地
域
振
興
局　

工
務
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
２
９

２口目以降

年金出張相談所を開設します

　年金相談は、個人のプライバシーに関わることです。
年金事務所では、本人確認を行って相談を受け付けてい
ます。相談会場の待ち時間が長時間に及ぶことが予想さ
れますので、必ず予約をしてください。

■日時　１月16日（水）　午前10時～午後３時
　　　　２月20日（水）　午前10時～午後３時
　　　　３月19日（火）　午前10時～午後３時
■場所　大津町役場
■予約　大津町役場　住民課　☎（293）3112
※熊本市や菊池市などでも開設していますのでお問い合
わせください。
■主催　熊本西年金事務所
■問い合わせ
　町民課　年金係　☎（232）4914

おとふけ
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１_家族で人参収穫体
験に訪れた大

おお

塚
つか

諒
りょう

真
ま

さんと妹の朱
あか

莉
り

さん
（光５町内）。２人でた
くさんの人参を掘り満
面の笑みを浮かべた。

す
ぎ
な
み

フ
ェ
ス
タ
２０１２

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
が

11
月
10
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
種
団
体
か
ら
ダ
ン

ス
な
ど
の
披
露
、
人
参
釣
り
大
会
、
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
積
み
上
げ
大
会
な
ど
、
い

ろ
ん
な
催
し
物
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
中
で
も
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
ウ
ィ
ザ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
で
し
た
。
会
場
に
は
、
各

団
体
か
ら
手
作
り
の
商
品
、
展
示
物
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
姉
妹

都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
か
ら

も
特
産
品
の
出
店
が
あ
り
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
す
ぎ
な
み

フ
ェ
ス
タ
に
は
約
５
，
０
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
が
訪
れ
、
終
日
秋
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２_慎重にジュースを積み上げる /
３_英太郎は来場者から大人気。握
手を求められる /４_袋いっぱいに
人参を詰め放題 /５_仮面ライダー
ウィザードショーは子どもたちを
魅了 / ６_「もっこすファイヤー」
が菊陽のオリジナルソングを披露

菊陽町の
「キャロッピー」

屋久島町から
やってきた
「まるりん」

７_来場者の笑顔があふれる/８_福
島県会津若松市から馬肉を使った料
理が出品 /９_「屋久島の森」で屋
久島町の荒木町長と記念植樹 /10_
屋久島町特産のたんかんなどが販売
/11_ 菊陽産野菜たっぷりメニュー
の記念品として人参が渡される

揚げ出し里芋

里芋入りお好み焼き

野菜万十

ゴーヤのグラッセ

小松菜と豚肉のホワイト
ソースかけ

ゴーヤ鉄火みそ 完熟ゴーヤスイーツ

ゴーヤおからサラダ

ゴーヤばら寿司

２

１

３

ゴーヤチーズ巻きゴーヤハンバーグリング詰め

おから人参入り
ヘルシーかりんとう

人参の葉入り
ヘルシーかりんとう

菊陽産
野 菜 た っ ぷ り
メニュー優秀作品古田　朱実さん

深山　君子さん

深山　美奈さん川端フジノさん

グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽さん

５

７

８

９

10

11

４

６
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芸
術
の
祭
典
「
第
36
回
菊
陽

町
文
化
祭
」
は
10
月
28
日

〜
11
月
11
日
、
菊
陽
町
図
書
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
28
日

に
歌
謡
部
発
表
会（
30
周
年
記
念

大
会
）、
11
月
３
日
に
発
表
の
部
、

11
月
10
・
11
日
に
展
示
の
部
が
行

わ
れ
、
約
１
，
３
０
０
人
も
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
年
文
化
協
会
に
尽
力

さ
れ
た
功
労
者
14
人
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
で
文
化
活
動

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟
詠
、
民

舞
な
ど
に
多
く
の
人
が
出
演
し
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
。
展

示
で
は
、
書
道
、
俳
句
、
切
り
絵

な
ど
９
団
体
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。鼻

ぐ
り
井
手
の
伝
承
話
や
昔

の
暮
ら
し
を
語
り
、
後
世

に
つ
な
ご
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
４

回
清
正
公
さ
ん
の
鼻
ぐ
り
井
手

祭
」
が
11
月
18
日
、
南
部
町
民
セ

ン
タ
ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
「
馬

場
楠
の
獅
子
舞
」
や
菊
陽
南
小
学

校
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り
井
手
の
寸

劇
、
山
尾
敏
孝
熊
本
大
学
大
学
院

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

「
加
藤
清
正
公
の
事
業
か
ら
学
ぶ

も
の
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
で
は
、
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

井
手
底
探
検
の
ほ
か
、
菊
陽
南
小

３
・
４
年
生
が
子
ど
も
ガ
イ
ド
と

な
っ
て
来
場
者
に
鼻
ぐ
り
井
手
に

つ
い
て
積
極
的
に
説
明
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
南
小
の
今い
ま

村む
ら

瑞み
ず

樹き

さ
ん
と
上こ
う

妻づ
ま

雅ま
さ

斗と

さ
ん
は
「
初

め
は
緊
張
し
た
け
ど
だ
ん
だ
ん
楽

し
め
ま
し
た
。
学
ん
だ
成
果
を
出

せ
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
井
手
底
探

検
に
は
町
内
外
か
ら
約
５
０
０
人

が
訪
れ
、
歴
史
的
遺
構
を
感
じ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
他
、
地
域
住
民

手
作
り
の
豚
汁
の
振
る
舞
い
や
野

菜
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
今
年

の
鼻
ぐ
り
井
手
祭
も
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

１_ 低い姿勢で屈みながら
鼻ぐり井手底の穴をくぐっ
ていく。現存24基 / ２_ 馬
場楠地区に古くから伝わる
「馬場楠の獅子舞」は町の
無形民俗文化財 / ３_ 昼食
の時間にはずらりと行列が
並ぶ/４_鼻ぐり井手を知っ
てもらうため菊陽南小３・
４年生が来場者をガイド /
５_ 約400年前に築造れた
鼻ぐり井手。全長約390㍍。
鼻ぐり大橋から撮影

１_30周年の記念すべき歌謡部発
表会 /２_ コミカルなひょっとこ
の踊り /３_ 息をぴったり合わせ
たバレエ / ４_ 文化祭中57,874
円の寄付金が寄せられる /５_ 切
り絵を体験 /６_ 日舞を優雅に舞
う /７_ジュニア・ジャズストリー
トの華麗なダンス /８_ 文化協会
永年在籍者14人へ表彰状を贈呈

１

３

４５６

７ ８５

２

３

４

１

２

菊陽町文化協会永年在籍者表彰
◉俳句
　佐藤　節さん
　吉野　早苗さん
　宮川ユキエさん

◉歌謡部
　石坂　孝行さん
　大野　昭生さん
　冨永　英男さん
　鎌田　紀昭さん
　手島　治俊さん
　平野　文孝さん

　内藤　静紀さん
　吉永　澄夫さん
　板垣ふき子さん
　大野ヌイ子さん
　鍋島　和代さん



合言葉はト（止まれ）マ（待て）ト（飛び出さない）
菊陽西小校区世代間交流交通安全フェア

　菊陽西小校区世代間交流交通安全フェアが10月23
日、菊陽西小学校で行われました。子どもと高齢者の
交通事故防止のために学校と地域が一体となったこの
交通安全フェアには、１・２年生と地域住民合わせて
約300人が参加。代表者11人が歩く速度を測り、90
ｍ先から60㎞で車が走行しているときに道路を横断
した場合の危険性などを体感しました。参加者は右左
右を必ず確認する、安全に横断歩道を渡るなど、交通
安全の基本的なことを再確認することができました。

▲歩く速度を測り、道路を横断したときの車との距離を知る

　ソニーセミコンダクタ株式会社が特別養護老人ホー
ムきほう苑に10月23日、車いすを１台寄贈しました。
　ソニーセミコンダクタでは、社員の皆さんと地域の
人たちがボランティアで集めた空き缶のリングプルを
集めて、車いすと交換し（510㎏＝１台）、地元の社会
福祉施設などに寄贈する活動を平成13年から行って
います。
　多くの人の温かい気持ちが、車いすとなって現れま
した。

きほう苑へ車いす１台贈られる
ソニーセミコンダクタ株式会社から車いす寄贈

▲寄贈したソニー社員ときほう苑の皆さん

道路や学校周辺がきれいになりました
菊陽町シルバー人材センターによるボランティア清掃
　シルバー人材センター会員と職員ボランティア80
人が10月20日、清掃活動を行いました。これはシル
バー事業の社会的意義を周知し、菊陽町の発展に貢献
したいという目的で毎年行われています。
　最初に役場周辺の道路や植え込みにあるごみ・空き
缶を拾い集め、続いて菊陽中学校プール横の植木剪定
とテニスコート横の雑木などの処分を行いました。参
加者は「今年も元気に参加でき、学校も道路もきれい
にできてうれしいです」と話しました。

▲プール横の植木を丁寧に剪定していく会員たち

　環境保全に功績のあった団体や個人をたたえる「く
まもと環境賞」の表彰式が10月５日に県庁で行われ、
「グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽」が奨励賞を受賞し
ました。
　10月22日には紫藤英二会長をはじめ６人の会員の
人が受賞報告のために来庁され、「今後も楽しみなが
らゴーヤカーテンを広めていきたい」と話されました。
同団体はゴーヤカーテンの講座や苗の配布、ゴーヤ料
理のメニュー開発・試食会などの活動をされています。

「グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽」が奨励賞を受賞
くまもと環境賞

▲奨励賞を受賞したグリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽の皆さん

交通安全の意識を高める
菊陽町地域婦人会第31回交通安全ミニバレーボール大会

フットベースボールが３度目の全国優勝を果たす
第12回全国障害者スポーツ大会「ぎふ清流大会」
　第12回全国障害者スポーツ大会「ぎふ清流大会」
が10月13～15日、岐阜県で開催されました。
　熊本県代表として、障がい者支援施設「熊本菊陽学
園」から陸上競技に２人（上谷光男さん、村上武志さ
ん）、水泳競技に１人（本山雄大さん）、フットベース
ボール競技に３人（中山真一さん、藤本健太郎さん、
山村喬さん）が参加。フットベースボール競技では全
国の強豪がひしめく中、決勝戦を７対２で東京都に勝
利し、９年ぶりに３度目の全国優勝を果たしました。

　菊陽町地域婦人会交通安全母の会（岩根祐美子会長）
が10月21日、会員の地位向上、相互の親睦と交通安
全思想の普及などを目的としたミニバレーボール大会
（12チーム100人）を開催しました。
　開会式後、馬場支部の黒木弥希さんが「思いやりの
心を持って、正しい歩行と安全運転について努めます」
と大きな声で交通安全宣言を行いました。その後、大
津警察署や菊陽町交通安全協会からの講話を受けまし
た。ミニバレーで汗を流し、楽しい一日となりました。

▲優勝したフットベースボール競技の選手の皆さん▲交通安全について意識を高めた後、楽しくバレー

　町内の小・中学校８校の児童生徒が夏休みの課題や授
業で製作した約3,900点の中から、審査の結果、次の特
選作品が選ばれました。
　受賞作品は、12月上旬頃まで菊陽町図書館に展示して
いますので、お立ち寄りの際はぜひご覧ください。

読書感想画の特選作品が決定
第23回菊陽町読書感想画コンクール

▼受賞者一覧（敬称略）
学年 氏名

小1
武蔵ヶ丘小学校
菊陽西小学校
武蔵ヶ丘小学校
菊陽西小学校
菊陽北小学校
菊陽中部小学校
菊陽西小学校
武蔵ヶ丘小学校
菊陽西小学校
菊陽西小学校

学校名

小2

小3

武蔵ヶ丘小学校
菊陽西小学校
菊陽中部小学校
菊陽西小学校
武蔵ヶ丘北小学校
菊陽西小学校
武蔵ヶ丘小学校
武蔵ヶ丘小学校
菊陽南小学校
菊陽西小学校

阿部　翔大
本田　真愛
溝口このは
吉田　小町
青木　佑葵
中山　朝陽
山嵜　滉世
藤森　健太
三宅　剛平
杠　彩里奈

あ べ 　　しょうた

ほん だ 　　 ま あい

みぞぐち

よし だ 　　 こ まち

あお き 　　 ゆ　き

なかやま　　あさ ひ

やまさき　　こうせい

ふじもり　　けん た

み やけ　　こうへい

　　　　 あ　り　な

菊陽中学校
武蔵ヶ丘中学校
菊陽中学校
菊陽中学校
菊陽中学校
武蔵ヶ丘中学校
武蔵ヶ丘中学校
武蔵ヶ丘中学校
菊陽中学校
武蔵ヶ丘中学校

秋月　　蓮
家入　充佳
池田うらら
荒川　知南
鶴田季良莉
野村　　愛
市原　恵美
岡本さくら
橋口　亜美
馬場　正宗

あきづき　　　　れん

いえいり　　みち か

いけ だ

あらかわ　　 ち　な

つる た　き　ら　り

の むら　　　　あい

いちはら　　 え　み

おかもと

はしぐち　　 あ　み

ば　ば 　　まさむね

小4

小5

小6

学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名

中1

中2

中3

▲武蔵ヶ丘小学校　小中　咲季
　「がんばれレッドごう」

小中　咲季
向井　柚恵
楊　　依萌
江藤　　心
長野莉音那
古澤　利彩
宮原　　健
伊藤　楓華
加々山璃咲
相馬　晃生

こ なか　　 さ　き

むか い 　　 ゆ　え

　　　　　　 い もん

え とう　　　　しん

なが の　り　お　な

ふるさわ　　 り　さ

みやはら　　

い とう　　ふう か

か　が やま り さき

そう ま 　　 こ　う ゆずりは

たける

やぁん

▲菊陽中学校　橋口　亜美
　「かにとなかまたち」

せんてい

ま ち のわだい
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地域の平和と豊作を祝う
古閑原節頭渡し

　古閑原節頭渡しが11月11日、古閑原の菅原神社で
行われ、地元住民約30人が参加しました。神官によ
る神事の後、神社の祭礼を世話する座元の引き継ぎが
行われました。今年の座組である上組と来年の座組で
ある中組が座元を頭にそれぞれ上座・下座に向かい合
い、下組の仲裁によって節頭渡しが行われました。こ
れは酒２升を満杯にした大盃を飲んでいき、飲み干し
たら座元が大盃を頭上にかぶり地域の平和と豊作を祈
り祝う儀式で、地域に受け継がれる伝統の１つです。

▲大盃に注がれた酒を飲み干していく

　第31回鉄砲小路生垣剪定作業は11月10日、鉄砲小
路区で行われ、東海大学学生33人が東海大学長野克
也教授と地元住民の指導を受けながら約４㎞にわたり
生垣の剪定作業をしました。
　この作業は、昭和57年から続く、鉄砲小路区住民
と東海大学農学部の「緑の会」との交流事業です。
　作業の後には、地元婦人会手作りのだご汁やおにぎ
りなどが振る舞われ、地元の皆さんと学生たちが交流
を深めました。

生垣を剪定し地元住民と学生が交流
第31回鉄砲小路生垣剪定作業

▲学生たちは生垣が真っすぐになるよう刈りそろえていく

マラソンでさわやかな汗を流す
第25回菊陽町にんじんの里マラソン大会

　第25回菊陽町にんじんの里マラソン大会が11月４
日、菊陽杉並木公園とその周辺をコースとして行われ
ました。
　今大会には町内外から約740人の参加がありました。
参加者は２㎞・５㎞・10㎞の３種目に分かれて菊陽
杉並木公園をスタート。小学生から大人までが、自慢
の健脚を競い合いました。
　参加者は沿道からの声援を力に変えて、ゴールまで
一生懸命走り抜けていきました。

▲一斉にスタートする参加者たち

　ロアッソ熊本キッズキャラバン幼稚園・保育園巡回
指導が11月14日、さくら園の年長児36人を対象に行
われました。ロアッソ熊本からはコーチ４人とロアッ
ソくんが来園。園児たちはボールと触れ合ったり、
コーチとサッカーゲームなどをしたりして体を動かす
楽しさと、サッカーを通じてマナーやあいさつ、後片
付けの大切さも学びました。運動後にはコーチと一緒
に給食を食べ、絵本の読みきかせをしてもらうなどの
交流が行われました。

さくら園にロアッソ熊本が来園
ロアッソ熊本キッズキャラバン幼稚園・保育園巡回指導

▲ボールを追いかけ体を動かす

菊陽町・屋久島町の相互の親睦を深める
屋久島町地域女性団体連絡協議会・菊陽町婦人会研修会

日頃の講座の成果を披露
第23回働く婦人の家講座発表会

　第23回働く婦人の家講座発表会が10月27・28日、
三里木町民センターで開催されました。
　展示発表の部では、ペン習字や華道、手工芸など数
多くの作品が展示され、その中でもパワーポイントに
よる各講座の紹介はとても好評でした。
　ステージ発表の部では、ダンスや英話劇などが披露
され、日頃の練習の成果が発表されました。
　２日間で約800人の来場者があり、子どもから大人
まで大勢の人でにぎわいました。

　屋久島町地域女性団体連絡協議会（会員17人来町）
との研修・交流会を10月31日・11月１日に開催しま
した。初日は菊陽町を訪問。両町の友情のシンボル
「森の精」の前で写真撮影と鼻ぐり井手の見学をし、
研修会をとおしてお互いの活動事業の取り組みについ
て意見交換会などを行いました。その後の交流会では、
さらに親睦を深める楽しいひとときとなりました。
　２日間の研修をとおして、相互の親睦をより深める
ことができました。

▲リズムダンスを披露する講座生たち▲お互いの活動事業を発表し合う

迅速・確実な消火のために
菊陽町消防団非常呼集訓練

　11月11日午前６時30分から、吉岡団長指揮の下、
菊陽杉並木公園を火災想定箇所として非常呼集訓練を
実施しました。この訓練は火災が発生しやすい季節を
迎え、火災発生の初期段階に団員自らが正しい情報の
もと適切な行動が取れることを目的として、毎年実施
しています。雨の中の早朝からの訓練でしたが、消防
団員（210人）はサイレン、出動、集合、分団ごとの配置、
連携、放水といった一連の動作の中で迅速・確実な消
火のために訓練に参加していました。

▲本番さながらの放水訓練を行う消防団員

　光の森地区と周辺地域の37商工業者で組織する「夢
街光の森会」の設立総会が10月24日に開催されまし
た。この会は、会員間の相互の連携強化と、光の森地
域と周辺地域の振興を図り、地域の活性化を目的とし
ています。会長には中華料理店「笑福」の竹尾景利さ
ん、副会長に「インテリアヒルズ鶴田装飾」の鶴田勇
さんと「花つくし」の竹本義則さんが選任されました。
竹尾会長は、「地域住民と積極的に交流を図り、夢のあ
る楽しい街づくりを目指していきたい」と語られました。

夢のある楽しい街づくりを目指して
夢街光の森会が発足

▲竹尾景利会長（右奥）と役員たち

▲座元が大盃を
頭にかぶる

せんてい

ま ち のわだい
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I N F O R M A T I O N ※費用が掲載されていないものは無料となっています。 情 報 掲 示 板

　

１
月
の
「
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
」
講
座
は
「
ピ

ラ
テ
ィ
ス
」
で
す
。
女
性
の
皆
さ
ん
、
冬
場

の
運
動
不
足
を
解
消
し
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

１
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

三
満
田　

純
子
さ
ん　
　
　
　

▼
受
講
料　

２
０
０
円

▼
定
員　

12
人
程
度

　
　
　
　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※「
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
」
講
座
生
以
外

▼
申
込
期
間　

　

12
月
10
日（
月
）〜
12
月
20
日（
木
）

▼
そ
の
他　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

の
託
児
も
で
き
ま
す（
無
料
）。
保
険
加
入

が
必
要
で
す
の
で
１
月
８
日（
火
）ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

素
敵
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
、
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

12
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

❶
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

　
　
　
　

❷
午
後
７
時
〜
午
後
８
時

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

緒
方　

恵
子
さ
ん

▼
費
用　

受
講
料　

２
０
０
円

け
を
開
始
し
ま
す
。
１
組
１
個
ず
つ
作
り

ま
す
。
参
加
料
を
添
え
て
、
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

▼
日
時　

12
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

井
上　

恵
美
子
さ
ん

▼
費
用　

１
，
２
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

▼
定
員　

15
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
２
）３
２
０
０

▼
日
時　

12
月
27
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

緒
方　

恵
子
さ
ん

▼
費
用　

２
，
２
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
２
）３
２
０
０

▼
日
時　

12
月
13
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

中
尾　

綱
美
さ
ん

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
に
向
け
て
、

　

町
で
は
、
家
屋
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
現
況
確
認
後
の
解
体
は
把
握
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滅
失
漏
れ
な
ど
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
税
務
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

❶
今
年
中
に
家
屋
を
解
体（
一
部
解
体
を
含

む
）し
、
法
務
局
の
建
物
滅
失
登
記
を
し

て
い
な
い
人

❷
今
年
中
に
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
し
た
人

※
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
が
賦
課
期
日

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
家
屋

の
解
体
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

▼
日
時　

１
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

受
付
：
午
前
９
時
10
分
〜

　
　
　
　

開
式
：
午
前
10
時
〜

※
開
催
日
が
成
人
の
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
成
人

▼
そ
の
他　

事
前
に
郵
送
し
た
往
信
は
が
き

を
当
日
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が

き
が
な
い
人
で
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、

多
数
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

平
成
23
年
度
決
算
の
概
要
や
、
平
成
24
年

度
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
、
菊
陽
町
の
財
政

事
情
を
公
表
し
ま
す
。
12
月
１
日
か
ら
財
政

課
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
を

基
準
日
に
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査

票
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
守

ら
れ
ま
す
の
で
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す

る
保
険
制
度
で
す
。
こ
の
労
働
保
険
は
事
業

の
種
類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
い
て
、
労
働
者
を
１
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
加
入
手
続
き
を

行
い
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続
き
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
０
９

　
　
　
　

材
料
費　

２
，
０
０
０
円
程
度

▼
定
員　

各
20
人
程
度

▼
そ
の
他　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

の
託
児
も
で
き
ま
す（
無
料
）。
保
険
加
入

が
必
要
で
す
の
で
12
月
18
日（
火
）ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　
　
　

　

か
る
た
を
楽
し
ん
で
お
餅
の
入
っ
た
甘
〜

い
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
よ
う
!

▼
日
時　

１
月
12
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

町
内
の
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
定
員　

25
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　　

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
に
か
か
せ
な
い
ロ
ー
ス

ト
チ
キ
ン
。
簡
単
に
お
い
し
く
で
き
る
レ
シ

ピ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
19
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

井
上　

恵
美
子
さ
ん

▼
対
象
者　

大
人

▼
費
用　

１
，
２
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

▼
定
員　

８
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

12
月
25
日（
火
）午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
対
象
者　

町
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
定
員　

20
組（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

12
月
６
日（
木
）か
ら
受
け
付

数
種
類
の
お
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
作

り
ま
す
。

▼
費
用　

１
，
２
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

▼
定
員　

20
人

▼
持
参
物　

手
袋
、
移
植
ゴ
テ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
８
０
３

　

九
州
電
力
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転

停
止
に
伴
い
、
安
定
供
給
の
た
め
に
最
大
限

の
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
電
力
需
給
は
厳
し
い
見
通
し
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
生
活
や
健
康
、

経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　

12
月
３
日（
月
）〜
３
月
29
日（
金
）

の
平
日

※
12
月
31
日（
月
）〜
１
月
４
日（
金
）を
除
く
。

▼
時
間
帯　

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

※
特
に
電
力
需
要
が
高
く
な
る
午
前
８
時
〜

午
前
11
時
、
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
の
節

電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
節
電
方
法

❶
重
ね
着
な
ど
で
室
温
20
℃
を
心
掛
け
る

❷
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
す

❸
テ
レ
ビ
は
必
要
な
と
き
以
外
は
消
す

❹
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
る
時
間
を
減
ら
す
。

食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
。

❺
炊
飯
器
の
保
温
機
能
は
使
わ
ず
、
よ
く
冷

ま
し
て
か
ら
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
。

❻
温
水
洗
浄
便
座
は
便
座
保
温
の
設
定
温
度

を
下
げ
る
。
不
要
時
は
ふ
た
を
閉
め
る
。

❼
待
機
電
力
の
削
減
の
た
め
、
使
わ
な
い
機

器
の
本
体
の
主
電
源
を
切
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

九
州
電
力　

大
津
営
業
所

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

民生委員児童委員からのお知らせです

寄
せ
植
え
教
室

町立保育所の保育士を募集しています

職種 勤務時間 募集人員 勤務日賃金日額

常勤保育士

非常勤保育士（延長保育）

非常勤保育士（土曜保育）

8:30～17:15

15:00～19:00

8:30～17:15

３人程度

１人程度

１人程度

7,200円

3,600円

7,200円

月～金

月～金

土曜日のみ

■応募方法　履歴書（写真付き）、保育士証（写し）を午前９時から午後５時までの間に、福
祉課保育所係へ提出してください。
提出時に面接も行いますので、事前にご連絡の上お越しください。
■問い合わせ　福祉課　保育所係　☎（232）4913

民生委員児童委員からのお知らせです臨時職員（保健師・看護師）を急募中です

資格 賃金 任用期間 勤務内容応募条件

保健師

看護師

日給：7,360円
※月20日程度
（土日祝日休み）
日給：7,200円
※月15日程度
（土日祝日休み）

12月～平成25年３月
（再任用の可能性あり）

○資格免許証を有すること
○普通自動車免許を有するこ
　と（ＡＴ限定も可）
○パソコンでWord、Excel
　が使えること

❶健康診査業務
❷健康相談業務
❸母子保健業務
❹データ入力業
　務　　　など

■採用者数　若干名
■勤務地　　健康・保険課　保健予防係
■勤務時間　午前８時30分～午後５時15分（７時間45分）
■応募方法　履歴書を健康･保険課に持参ください。やむを

得ない場合は、郵送でも受け付けます。
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お
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●

冬
の
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電
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■受付期限　12月12日（水）
■面接日　　個別に連絡します
■応募先　　〒869-1192（住所不要）
　　　　　　菊陽町役場　健康･保険課
　　　　　　保健予防係　☎（232）4912

備考

雇用保険あり
社会保険なし
通勤手当なし

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

12月

12日（水）　身体測定（栄養士来所）
19日（水）　クリスマス会（要予約20組）
21日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
27日（木）　祝日振替（要予約15組）
※12/28（金）まで利用できます。
※１/４（金）から利用できます。

12月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、
お母さん同士の情報交換にご利用ください。

※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。
※予約は12/３（月）から受け付けます（電話予約不可）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせでお越しください。

ハローサークル　午前10時～正午

５日（水）
老人福祉センター

12日（水）
ふれあいの森研修センター

【育児講座：親子エアロビクス】要予約
（講師：吉武千鶴さん）
※年明けは体を動かしてリフレッシュ！
※定員15組。１/７（月）午前10時受付開始。

プログラム月日・場所

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができます。
お気軽にお越しください。

○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

園 庭 開 放

育 児 相 談

町立保育所８園の園庭で遊べます。
ケガがないようおうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

【育児講座：親子エアロビクス】要予約
（講師：吉武千鶴さん）
※親子で冬の体力づくりにトライ！
　定員15組。12/６（木）午前10時受付開始。

【クリスマス飾りを作ろう！～リース作り～】
※身近な素材を使ってすてきなリースを作ります。
　おしぼりをご持参ください。

19日（水）
老人福祉センター

１/９（水）
ふれあいの森研修センター

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園
プログラムベビー＆マタニティー

プログラム0・1歳 2歳以上

【リンパマッサージ体験♪】先着２０組
※毎日の疲れの癒し方、プロが教えます♪
　１２/３（月）午前10時から電話予約開始です

【キャロット☆ベビーサーキット】先着２０組
※ベビーちゃんだって、しっかり動いちゃお♪

７日（金）

１/11（金）

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

【おやつ作っちゃお！】先着２０組
今回は人参ケーキに挑戦！県栄養士さんも来ます！
※ただ今電話予約中！
【プロが教えるライフプラン講座】先着２０組
ファイナンシャルプランナーをお呼びしてます。
※12/３（月）午前10時から電話予約開始です。

【ベビーの日：おしゃべりタイム】
※身体測定ができます。
※冬の健康管理や遊びの情報交換をしましょう。

11日（火）

14日（金）
南部町民センター

【キャロット特製☆離乳食試食会】先着１０組
※１/７（月）午前10時から電話予約開始です

【クリスマス会～みんなに夢を～】要予約
※サンタさんがやってきます！
※定員25組。12/３（月）午前10時受付開始。

18日（火）
ふれあいの森研修センター

【作って遊ぼう！～お菓子を作ろう～】
※「デコお菓子」を作ろう！紙を丸めたり、ちぎっ
　たりして作ります。おしぼりをご持参ください。

育 児 相 談

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡ください。
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園 庭 開 放　※12/29（土）～１/３（木）はお休みです。

キャロットランド　午前１０時～正午

※お誕生会に参加するお誕生月の人は、13日に誕生カード
　作りをしますので、参加してくださいね。

プログラム日にち・場所
12日（水）

菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【みんなで♪ハンドベル演奏会】 
※ハンドベルの音色で、一足早いクリスマス
　気分を味わいましょう♪
【ママの休日】手作りくらぶ
※X’masオーナメント作り
　材料費１００円をご準備ください。

14日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

【X’masのリース作っちゃお♪】
※のり・はさみ・クレヨンをご持参ください。13日（木）

【１２月生まれのお誕生会＆お楽しみ会】
※お誕生会の後に、みんなで楽しく遊ぼう！25日（火） 27日（木）

【キャロット☆スペシャルX’mas会】先着２０組
※12/３（月）午前10時から電話予約開始です。19日（水）

【おもち丸め大会】先着２０組
※１/７（月）午前10時から電話予約開始です。

４日（火）
0・1歳限定

【お楽しみ♪お正月遊び】
※年明けも元気にキャロットで遊びましょ♪

６日（木）
２歳以上児

１/10（木）

１/17（木）※12/29（土）～１/３（木）は、「陽だまり」はお休みです。

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成25年７月分のホール使用の調整会議（抽選会）を、１月10日（木）の午前９時30分から図書館
ホールで行います。認め印をご持参のうえ、時間までにお集まりください。

ほんの森ほんのほんの森
菊陽町図書館だより 新しく届いた本

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

復興の書店

オウム真理教事件　１・２

天草の豪商・石本平兵衛

２０５０年の世界

江戸の理系力

はやぶさを育んだ５０年

熊本・九州の輝いていたバス達

ロバート・キャパ

ありがとうまたね…

生きるぼくら

稲泉連／著　　小学館

島田裕巳／著　　トランスビュー

河村哲夫／著　　藤原書店

英『エコノミスト』編集部／著・東江一紀／訳・峯村利哉／訳　　文藝春秋

洋泉社

的川泰宣／著・宇宙航空研究開発機構／編　　日経印刷

中村弘之／著　　ぽると出版

ベルナール・ルブラン／著・ミシェル・ルフェーブル／著・太田佐絵子／訳　　原書房

石井ふく子／著　　廣済堂出版

原田マハ／著　　徳間書店

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

● 図書館からのお知らせ ●

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（12月５・12日、１月９日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（12月６・13・27日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（12月９・23日、１月13・27日）
★冬のスペシャルおはなし会（図書館職員）
　12月20日（木）　午後 5時～午後 5時30分
　場所：視聴覚室

〈平成24年11月７日現在確定分〉

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

菊陽町図書館ホール　平成24年12月 催し物
催し物 主催者

大津キリスト教会（☎293－4470）

第２回みんなできくよう♪ 
音楽の森コンサート

関係者のみ

菊陽町図書館ホール（☎232－7756）

木の葉保育園第33回発表会

14:00 14:30 16:15

15 土

有料 どなたでも

木の葉保育園（☎380－5225）

清水バレエスタジオおさらい会23 日

クリスマスプレイズ

清水バレエスタジオ（☎339－8000）

16 日

１ 土

無料 どなたでも

無料 どなたでも

9 :00 9 :15 11:30

13:00 13:30 16:00

12:30 13:00 16:00

12月28日（金）～１月３日（木）　休館

年末年始の休館について
■休館日　12月28日（金）～ 1月３日（木）
　　　　　完全休館となります。この期間は、本やDVDの返却はできません。
　　　　　休館中はご迷惑をお掛けしますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■開館日　1月４日（金）午前10時から
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あ
ざ

「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

人権ってなあに？
【№44】
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●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自慢できること
　走るのが速い
●今一番やりたいこと
　ゲームをしたい

（８歳・道明）

まつ の 　　 ま　な　と

●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自慢できること
　足が速い
●今一番やりたいこと
　ヘディングをしたい

（７歳・馬場楠）
吉田　有輝くん
よし だ 　　ゆう き

松野　真那斗くん

◆人権標語
　「声かけよう　なやんでる人　見かけたら」　菊陽中部小学校５年　太田　晴己   
　「分かれ道　いじめる方へは　行かないぞ」　菊陽北小学校　６年　黒木健士朗

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
血
液
型
が
＊
型
の
人
は
○
○
だ
」
と
決
め

つ
け
た
り
、
全
部
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
の
に
「
悪
い
」
と
か
「
こ
わ
い
」
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
反
省
し
て
み
る
と
、
私
た

ち
に
は
日
常
生
活
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
差
別
意
識
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
一
部

を
見
て
全
体
を
判
断
し
て
し
ま
っ
た
り
、
予
断

と
偏
見
で
物
事
を
見
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

は
、
人
か
ら
夢
や
希
望
を
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

人
権
に
関
す
る
学
習
を
す
る
こ
と
で
、
間
違
っ

た
見
方
や
考
え
方
に
気
付
き
、
自
分
や
他
の
人

の
人
権
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
。

       
  

人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
私
た
ち
自
身

の
生
き
方
に
つ
い
て
問
い
直
す
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
日
常
の
「
自
分
」
を
見
つ
め
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
が
で
き
る

の
か
を
自
分
の
言
葉
で
考
え
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
行
動
に
移
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
な
そ　

じ

ざ
か

ま
ぶ

さ
ん
ろ
く

　

人
は
、
誰
も
が
み
ん
な
幸
せ
に
生
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
誰
も
が
人
間
と

し
て
大
切
に
さ
れ
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き
て

い
く
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
人
権

と
い
い
ま
す
。

　　

日
常
生
活
の
何
気
な
い
言
動
や
ち
ょ
っ
と
し

た
出
来
事
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
人
権
の
視
点
で
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
何

か
変
だ
ぞ
」「
も
し
も
自
分
や
自
分
の
家
族
が

言
わ
れ
た
ら…

」
な
ど
、
身
近
な
人
権
問
題
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

あ
な
た
は
女
性
に
「
女
の
く
せ
に
」
と
か

「
や
っ
ぱ
り
女
は…

」
と
言
っ
た
り
、
女
性
が

自
分
自
身
で「
自
分
は
女
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

と
思
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
は
、
職
業
、
学
歴
、
出
身
な
ど
聞
い

た
だ
け
で
そ
の
人
を
偉
く
思
っ
た
り
、
見
下
し

せ
ん

は
ぎ

ほ

ぼ
う
よ
う

はる き

くろ き けん し ろう

おお た

け
ん
き
ゃ
く

し
の

く
り
や

こ
ぼ

ね

は
ん

ほ
う
じ
ょ
う

に
ぎ
に
ぎ

さ
び

よ　

み

１２
月
４
日（
火
）〜
１２
月
１０
日（
月
）

第
64
回
人
権
週
間

■日　時　１２月５日（水）　午後７時３０分～午後９時
■場　所　東部町民センター　多目的ホール
■参加費　無料
■講　師　飯開　輝久雄さん（合志市在住）
　　　　　教職員・行政職員で結成されている「人権バンドゆう」のメンバーの一員

で、人権に対する思いを作詞・作曲して歌い、これまでの経験で感じたこ
となどを語ってくださいます。飯開さんのお話で心温まる幸せな時間を過
ごしましょう。皆さんのご来場をお待ちしています。

■問い合わせ　東部町民センター　☎（２３２）３８０３

東部町民センター人権講演会を開催します

たついイいちちをと

人
は
、
誰
も
が
み
ん
な
幸
せ
に
生
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
誰
も
が
人
間
と

１２
月
４
日（
火
）〜
１２
月
１０
日（
月
）

第
64
回
人
権
週
間

１２
月
１０
日
は

　
　

人
権
デ
ー
で
す

人
権
っ
て
な
あ
に
？
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休日在宅当番医・薬局

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

きくようカレンダー

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場

■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜日～金曜日）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

３日（月)
21日（金)
10日（月)
18日（火)
25日（火)
12日（水)
27日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

８日（土）

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
15日（土）
22日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

2012年

※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので、最新情報や年末年始の当番医については菊池
郡市医師会テレフォンサービス（歯科医除く）で確認してく
ださい。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

総合交流ターミナルさんふれあから

退
院
祝
い　
　
　

鎌
田
ク
ニ
コ 

出　
　

分

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

20
周
年
記
念　

車
イ
ス
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
村
歌
謡
教
室

バ
ザ
ー
益
金　

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー
利
用
者
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

酒
井
道
治

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　

（
10
月
受
付
分
）

お
詫
び

　
「
広
報
き
く
よ
う
」
10
月
号
30
ペ
ー
ジ
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

正　

相
馬　

利
音
さ
ん

誤　

相
馬　

莉
音
さ
ん

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

　
■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

江
口　

敬
幸（
故
重
雄
） 

八
久
保

藤
本　

良
一（
故
ス
マ
子
） 

中　
　

代

川
俣　
　

洋（
故
正
之
） 

鉄
砲
小
路

豊
住　

重
己（
故
ス
ミ
コ
） 

出　
　

分

内
藤　

幸
明（
故
サ
ツ
キ
） 

花　
　

立

北
澤　

正
伸（
故
伸
紀
） 

沖　
　

野

大
和
キ
ヨ
子（
故
昭
） 

大
堀
木

髙
木　

三
男（
故
千
里
） 

入
道
水

松
野　

信
行（
故
栄
文
） 

道　
　

明

𠮷
本　

道
生（
故
サ
エ
子
） 

向
陽
台

淵
脇
惠
美
子（
故
信
弘
） 

宮
ノ
上

田
﨑
ス
ヱ
子（
故
隆
雄
） 

中　
　

代

　
■
に
こ
に
こ
献
金（
敬
称
略
）

金
婚
受
賞
記
念　

鍋
嶋　

幹
人 

井　
　

口

９
／
21

 

25

 

26

 

26

 

26

 

28

 

28

 

29

 

29

 

30

10
／
２

 

２

 

２

  

２

　

７

　

８

　

９

　

10

　

10

　

10

　

11

　

12

　
　

12

 

13

10
／
13

 

15

 

15

 

15

 

17

 

19

 

19

 

21

 

21

 

22

 

24
 

26
 

26

昭
浩

幸
貴

和
憲

志
宝

大
志

昇
剛

雅
彦

卓
司

真
希

卓
也

浩
祐

千
博

智
哉

春
樹

達
彦

祐
一
郎

泰
宏

良
貴

美
歩彩剣雄

人
洋
子

雄
次

津
久
礼
ヶ
丘

沖

野

ひ
ば
り
ヶ
丘

光
１
町
内

津
久
礼
ヶ
丘

緑
陽
台

新

成

光
７
町
内

あ
さ
ひ
ヶ
丘

武
５
町
内

津
久
礼
ヶ
丘

鉄
砲
小
路

光
３
町
内

津

留

緑
陽
台

新

町

あ
さ
ひ
ヶ
丘

上
中
代

武
１
町
内

八
久
保

光
４
町
内

ひ
ば
り
ヶ
丘

光
７
町
内

境
の
松

金
光
愛
優
斗

西
村　

咲
乃

大
城
戸
愛
莉

坂
本　

祐
緋

土
田　
　

史

萬
谷　

季
生

齊
藤　
　

昇

坂
門
穂
乃
香

平
嶋　
　

凪

西
川　

采
希

林　
　

歩
香

大
溝　

悠
月

牟
田
諒
一
郎

雄
大

慎
一

博
樹

仁
美

啓
史洋栄

士
優
一

里
奈

和
昭

治
生

佳
世
子

祥
平

武
６
町
内

光
７
町
内

あ
さ
ひ
ヶ
丘

宮
ノ
上

曲

手

柳

水

光
７
町
内

南
八
久
保

辛

川

下

原

三
里
木
北

南
花
立

宮
ノ
上

10
／
１

 

５

 

７

 

８

 

13

 

16

 

19

 

19

 

21

 

30
豊
住
ス
ミ
コ

内
藤
サ
ツ
キ

北
澤　

伸
紀

大
和　
　

昭

田
﨑　

隆
雄

上
野
シ
ズ
子

橋
本
は
つ
ゑ

田
北　

軍
介

淵
脇　

信
弘

松
本
ミ
ナ
子

86
歳

95
歳

80
歳

84
歳

77
歳

83
歳

76
歳

68
歳

81
歳

86
歳

出

分

花

立

沖

野

大
堀
木

中

代

中

代

上
津
久
礼

上
中
代

宮
ノ
上

鉄
砲
小
路

ご
出
生
お
め
で
と
う（
10
月
届
出
分
）

お
め
で
た

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
10
月
届
出
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

あ　

ゆ　

と

さ
き
の

あ
い
り

ゆ
う
ひふ

み

き　

い
し
ょ
う

ほ　

の　

かな
ぎ

さ　

き

ほ
の
か

ゆ
づ
き

り
ょ
う
い
ち
ろ
う

小
川　

優
美

矢
田　

瑞
樹

山
下　

桃
葉

迫　
　

星
良

猪
口　

昂
佑

嶋
田　

時
生

本
田　

健
琉

岩
下　

凌
久

永
田　

優
来

西
坂　

瑠
唯

渡
辺　

祐
馬

渡
邉　

理
央

立
花　

楓
子

阪
本　

爽
太

安
木　

奏
翔

佐
々
木
蒼
大

興
梠　

泰
佑

阪
田
翔
太
郎

藤
原　

朔
也

坂
本　

龍
音

島
田　

栞
那

力
武
さ
く
ら

村
田　
　

禅

寺
本　

朱
里

ゆ
う
み

み
ず
き

も
も
は

せ
い
ら

こ
う
す
け

と
き
お

た
け
る

り　

く

ゆ　

ら

る　

い

ゆ
う
ま

り　

お

ふ
う
こ

そ
う
た

か
な
と

そ
う
だ
い

た
い
す
け

し
ょ
う
た
ろ
う

さ
く
や

り
お
ん

か
ん
な

ゆ
ず
る

あ
か
り

まつおか小児科内科

本多内科胃腸科医院

後藤整形外科医院

副島耳鼻咽喉科クリニック

もとだ歯科医院

よしもと小児科

宮原内科皮フ科医院

岸病院

友田皮ふ科医院

林歯科医院

温新堂薬局菊陽店

わたなべ薬局

古川医院

山懸医院

山下胃腸科クリニック

黒川産婦人科医院

たかはし歯科医院

武蔵しもむら医院

ひかりヶ丘眼科・内科医院

岩根胃腸科外科医院

たに耳鼻咽喉科アレルギー科

光の森歯科クリニック

光の森調剤薬局

西山医院

仁誠会クリニック大津

ナカシマセブンクリニック

岡山眼科

月12月12

月12

合志市

菊陽町

菊池市

合志市

菊池市

菊陽町

菊陽町

菊池市

合志市

菊池市

菊陽町

菊陽町

菊陽町

大津町

合志市

菊池市

菊池市

菊陽町

合志市

菊池市

菊陽町

菊陽町

菊陽町

菊池市

菊陽町

合志市

菊池市

227‒6213

232‒2021

0968‒25‒2906

249‒1777

0968‒38‒6373

233‒2520

232‒8383

0968‒38‒2750

248‒6211

0968‒24‒4182

233‒1071

232‒5673

232‒1566

293‒4430

345‒0600

0968‒25‒1071

0968‒38‒5199

339‒7561

348‒6305

0968‒25‒4230

233‒3387

340‒2611

232‒7811

0968‒25‒2561

232‒9595

288‒0777

0968‒25‒2209

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

問い合わせ　☎（232）8690
12月の休館日 ４・11・18

16日日

9日日

2日日

23日日
天皇誕生日

24日月
振替休日

12月のイベントご案内

14日：さん彩感謝デー（1，200円以上お買い
上げの人に野菜１品プレゼント）
※なくなり次第終了。
※毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

※毎週月曜日　さんふれあポイントカードポイント２倍

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）
夜間納税相談（税務課）午後9時まで

日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

天皇誕生日

振替休日

無料人権相談（西部町民センター、午前10時～午後3時）

みんなできくよう♪音楽の森コンサート（図書館ホール、午後2時30分～午後4時15分）
菊陽町人権子ども集会（菊陽町民体育館、午前9時～正午）

日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

役場閉庁（12/29 ～ 1 / 3 ）

役場閉庁（12/29 ～ 1 / 3 ）

役場閉庁（12/29 ～ 1 / 3 ）

日曜窓口開庁（町民課・税務課）
午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

12月31日大みそか
直売所・大広間：18：00まで　温泉：通常営業

  3日月 9:00～　 生産者加工班試食会
12日水　第22回さんふれあ杯グラウンドゴルフ大会
　　　　（菊陽杉並木公園スポーツ広場）
12日・19日水 13:00～　押し花教室
22日土 17:15～18:30　第16回ふれあ館コンサート
　　　　　　　　　　 子ども向けのクリスマス特別企画
　　（会場：ふれあ館、開場：17:00～）
　　 出演：中山正直ピアノトリオ＋トランペット＋パーカッション
　　 入場料：500円（ドリンク代込み）
23日日 10:00～21:00　Merry Christmasライブinさんふれあ
　　 第１部　10:00～14:00　屋外でバンド演奏
　　 第２部　19:00～21:00　ふれあ館で４バンドによる演奏
　　 ※入場料：1,300円（バイキング＆フリードリンク込み（アルコール除く））
27日木　さんさんの湯　年末感謝デー(半額・回数券＋１枚サービス)
27日木～30日日　杵つき餅実演販売

温泉 ６日：回数券デー（回数券＋１枚サービス）
13日：レディースデー(女性半額)
20日：さんさんデー
　　（半額・回数券＋１枚サービス）
27日：さんさんの湯　年末感謝デー
　　 (半額・回数券＋１枚サービス)

熊本県伝統工芸館巡回展（菊陽町図書館、～9日まで）
東部町民センター人権講演会（東部町民センター、午後7時30分～午後9時）

図書館年末年始休館日（12/28～ 1 / 3 ）

図書館年末年始休館日（12/28～ 1 / 3 ）

図書館年末年始休館日（12/28～ 1 / 3 ）

図書館年末年始休館日（12/28～ 1 / 3 ）
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